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問題

Ⅲ　

　を実数とする。  ，  ，･である。において，頂点から辺

に下ろした垂線と辺の交点をとし，：：とする。

　　 　である。

　　の垂心をとするとき，  である。

解説解答
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　を使うと楽

　　頂点，から各対辺に下した垂線の交点を，とすると，，，は点で

 









 













　　交わり
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　　これらから

　　　　：：

　　　　：：：

　　ここで標記の定理を用いると右下図
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数値は各線分にそっての比


